
　約8200万人、これは全国の免許人口です。私たちは普段、通勤

や買い物、子供の送り迎え、趣味、仕事など、当たり前のように

運転をしています。車は、日常生活の一部であり、とても便利な

乗り物です。しかし、コントロールを失って暴走させてしまう

と、それは重さ数トンの鉄の塊となり、交通社会に参加する全て

の人を危険にさらします。

　安全運転のために必要なもの。答えは私たちの心の中にあるは

ずです。研修は、明るく楽しく元気よく。初めてハンドルを握っ

たときの初心を思い出し、普段の運転について一緒に振り返って

みましょう。

教　官　紹　介（2020）

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程
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　皆さんは、普段何気なく自動車の運転をされていると思います

が、自分は絶対交通事故を起こさないから大丈夫！と自分の運転

に過信していませんか？

　車両の限界や人間の能力の限界について学び自分の運転につい

て考え直す機会を作ってみてはいかがでしょうか？

　私たち安全運転中央研修所の教官（元白バイ隊員、元指定教習

所教官など）があなたを安全運転の世界に導くお手伝いをさせて

いただきます。

　教官一同、皆さんのお越しを心よりお待ちしております。

笹野　裕也 （実技担当）

田﨑　友美 （実技担当）



松本　浩平 （実技担当）

　車の運転は、長年継続していると徐々に慣れが出てきて、それはダ

レに変わっていき、不注意へと繋がっていくのではないでしょうか。

　運転者の心がけ一つで楽しく、便利なものになります。ですが一瞬

のミスにより凶器となってしまうということを、研修を通じて再自覚

をしていただき、『危険とは』『安全運転とは』という意識改革につ

ながる『気付き』を与えられるような研修を心がけています。

　そのためにも研修の際は明るく楽しく元気よくやってもらうととも

に厳しさを持ち合わせることで、車の楽しさや、危険な部分というも

のを肌で感じてもらえるような研修を実施していきます。

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

　普段の運転の中で、自分の運転を振り返る機会はあるでしょう

か。人によっては、運転中に危険な思いをしたり、実際に交通事

故を起こしたりしない限り、なかなか運転を振り返る機会はない

かもしれません。

　安全運転中央研修所では、この危険な体験を安全に体験できる

ので、自分の運転を振り返るいい機会になると思います。

　私はこの体験を大切にしてもらって、研修を受けた方が次運転

する時、少しでも運転を変えていただけるような研修を進められ

るように心掛けています。

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

髙橋　豪 （実技担当）



【主な担当課程】

・各教習課程

・各講習課程

・青少年運転者課程

　「One for all, All for one」

　中央研修所の教官となって同期や先輩教官から、自然とこれを

意識させられるようになりました。運転にも必要なことであり、

大切なことだと思っています。研修では、ここで体験できること

を通じて研修生の皆さんが「自ら行動を変える」ためのお手伝い

が出来ればと思っています。研修生の皆さんが主役となって一人

一人が安全運転に努められるような、そんな意識づけが図れるよ

うな研修をするために、私自身毎日が日々是精進です。

・各教習課程

・各講習課程

・青少年運転者課程

【主な担当課程】

山越　浩二 （実技担当）

　皆さん、日々の運転で安全運転されていますか？当然、されて

いることとは思いますが、ところで「安全」って何なのでしょう

か？

　安全の対義語は「危険」ですが、危険を知らなければ安全は語

れません。この中央研修所の研修では「危険を安全に体験」して

いただき、より安全な運転につなげていただくためのサポートを

行っています。

　安全運転中央研修所の教官として、安全運転につなげていただ

けるよう、日々全力で研修を行っています。

江口　智史 （実技担当）
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吉澤　和秀 （実技担当）

　研修所の研修は、参加体験型の研修で危険を安全に体験させ、

考えて、気づかせることでドライバーの意識を変えるという方法

で実施しています。

　その中で、「良い雰囲気づくり」と「相手にどう伝わったか」

を意識して研修をしています。

　雰囲気が安定しないと研修生との会話がなくなります。また、

話の伝わり方の違いが出てしまい、研修生の行動に大きく影響し

ます。そのため、私は、この２つを意識し、１日１日時間を大切

にしています。

村瀬　康祐 （実技担当）

　中央研修所に研修を受けに来る方というのは、教習指導員、技

能検定員、プロドライバーなどの経験・知識豊富なベテランドラ

イバーの方々です。そのような方々に対して説得力のある研修を

行うために、まず自分自身の知識・技量を高めるための研鑽を忘

れず、また、研修をスムーズに進行するための入念な事前準備、

そして、良い雰囲気で研修を受けていただくための接遇向上を心

掛けています。


